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母文化の習得

言語形成期前半

言語形成期後半

会話力の基礎
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読み書きの基礎 読解力・作文力

抽象的語彙・漢熟語

◦日本語の力に影響を与える四大要因
　言語習得の途上にある子どもの日本語の力は、母語、年齢、入国年齢、滞在年数（四大要因）による

影響を受けるので、これらの情報を関係者で共有して指導計画を立てる必要があります。

⇒「個別の指導計画」様式 1

◦大切な「母語」の力
　母語の会話の流暢度は 4、5 歳から 8 歳の間に高度に発達し、思春期以前の 12、13 歳ぐらいまで

に母語が形成されます（図 1）。

　母語の力は、言語形成、社会性・情緒面・知能の発達の基礎、教科学習言語能力・学力の土台とな

る大切な力です（図 2）。

　母語・継承語（※）の力も日本語の力と同時に育てるためには、保護者が自信を持って使える言語

（母語）を家庭で意図的に使用し、子どもに「話しかけ、話し合い、読み聞かせ」をすることが重要

です。家庭と学校で言語を使い分けても言語発達が遅れることはありません。

　指導者は、子どもの潜在的な能力（母語の力や母語で培った知識）を活用しながら、教科学習に必要

な日本語の力と学力を伸ばしていく指導を心がけることが重要です（図 3、図 4）。

外国人児童生徒等（外国につながりをもつ児童生徒）の
ことばの力について

1．複数の言語・文化環境で育つ子どもの言語発達

図 1　母語はどのように伸びるか（中島 2016:238）

　図 1 の矢印は、その言語
領域の核になる部分が発達
する時期で、それ以降も発
達が継続されることを意味
しています。
　複数の言語・文化環境で
育つ子どもの場合、「スイス
チーズのように開いている」
穴を埋める長期的な支援が
必要です。
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※「母語」と「継承語」
    （Skutnabb-Kangas 1981）

　「母語」とは、一番初めに覚え、最も
よく理解でき、最も頻繁に使用し、アイ
デンティティが持て、人からも母語話者
だと思われる言語。　　
　到達度が「母語」とは言えない場合は

「継承語」と呼ばれます。

　2 言語の到達度からバイリンガル
の型を図 2 の 4 つの自転車の絵の
ように分類できます（カミンズの「閾

しきい

説」）。
　上の閾

しきい

を越えれば認知面にプラス
の影響がありますが、どちらの言語
も下の閾

しきい

を越えられないと年齢相応
の学習が困難になるため認知面にマ
イナスの影響があります。

　氷山に例えると、表層面に現れる
ことばは第 1言語（L1）と第 2 言語

（L2）では異なって見えますが、そ
の深層面では互いにつながっていま
す。特に認知面において、第 1 言
語で習得した概念や思考力は、もう
1 つの新しい言語で物事を学ぶ際、
高度な認知力を必要とする場面（図
4 の領域 D）で深く関係し合うこと
が実証されています。

領域 A…場面の助けがあって、言葉 
 をあまり使わなくても意味 
 が通じるサバイバルレベル 
 の会話力（例：実物、絵、 
 図などの指さし）
領域 B…場面の助けはあるが、認知 
 力必要度が高い活動
 （例：理科の実験）
領域 C…認知力必要度が低い活動
 （例：板書をノートに写す）
領域 D…高度な言葉の力が必要とな 
 る領域。本を読む、考えを書 
 く、発表するなど教科学習 
 の大半 ⇒ 焦点化・視覚化・	
	 動作化	の工夫が必要

図 2　2 言語の到達度による分類（カミンズ）（中島 2016:7）

図 4　コミュニケーション活動における認知力必要度と場面依存度　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（中島 2016:41）

図 3　カミンズの「2 言語共有説」（「氷山説」）（中島 2016:39）
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◦ 「日常会話の力」 と 「学習活動に参加する力（教科学習言語能力）」の違い
　言語習得にかかる時間は、言語能力の側面によって異なります。
① 日常会話の力：よく慣れている場面で相手と対面して会話する力…約 1 ～ 2 年で伸びます
② 弁別的言語能力：音と文字の関係の認識、文字を読み取る力、表記規則…約 2 年で獲得可能
③ 教科学習言語能力：低頻度の語彙、複雑な構文、抽象的な表現…少なくとも 5 年は必要
　教科学習言語能力について、外国人児童生徒が母語話者（日本人）レベルに追いつくには、
・ 8 歳以前（母語形成途上）で日本に来た場合（日本生まれを含む）は、7 ～ 10 年
・母国で学校経験があり、8 歳以降に日本に来た場合で 5 ～ 7 年かかると言われています。

　1、2 年も経てば、流暢な日本語を話し日常生活では問題のないように見える子どもが、教科学習
に困難を感じるのは、求められる日本語の力が異なることによります。
　日常会話では場面の助けによって日本語の習得が容易ですが、教科学習では書き言葉としての日本
語の力に加え、教科固有の語彙や背景知識が求められるために、習得には時間がかかります。日本人
児童生徒を基準にして急がせるのではなく、関係者が協力して、長期的な視野に立って指導を計画し、
支援を継続していくことがとても大切です。

⇒「日本語ステップ」、「個別の指導計画」様式 1、様式 2

◦言語形成期前半（ 2 歳位～ 9 歳位）⇒  「日本語ステップ」 ①
　この時期の会話力は、基本的に《１対１》の対面コミュニケーションの力です。教師が学級の複数
児童に話しかける授業形態は《１対 多数》の対話ですから、慣れるまで時間がかかる子どもがいます。
この時期の子どもは、文法的な規則を理解し応用することはできません。言語接触を通して文法的な
規則を自分で発見していく自然習得の力がありますから、その力が発揮できるように自然な１対１の
双方向のやりとりの機会をたくさん作るように授業を組み立てる必要があります。できるだけ多く、
在籍学級の日本語話者児童生徒との自然な、じかの交流をもつことが必要です。
　話し言葉に加えて、「読む」「書く」の基礎的な力を獲得する大事な時期でもあり、母語・継承語で
も、日本語でも、本の読み聞かせを通して、4 ～ 9 歳の時期に読み書きの初歩を習得する必要があり
ます。就学前から９歳までのこの時期の支援が、その後の成長の重要な鍵になります。

◦言語形成期後半（10 歳位～ 15 歳位）⇒  「日本語ステップ」 ②
　この時期になると、モノリンガルの日本語話者児童生徒は教科学習を通して漢字力、語彙力、作文
力が急速に伸びます。この時期の問題は、モノリンガルの伸びになかなかついていけないことです。
それが顕著に表れるのが語彙です。しかし、この年齢の子どもは、自らの意思による努力が可能です。
母語・継承語の保持でも、日本語の習得でも、学校や地域に良い学習仲間がいれば、自ら意欲的に取
り組む傾向があります。語彙や教科学習言語能力を伸ばすためには、文字・漢字・文型の機械的な練
習ではなく、高いリテラシーの獲得を目標とした多読や読解・作文指導が必須です。

◦「できること」 「好きなこと」 「得意なこと」 を大切に
　子どもが自ら意欲的に学習に取り組むためには、関係者が子どもの達成感や自尊感情を高めて、学
習に前向きの態度を養っていくことが大切です。外国人児童生徒が持ち込む言語・文化を、地域の
大事な言語資源と考える理念を共有し、言葉に問題を抱える子ではなく、「日本語も、○○語もでき
る子」というアイデンティティを学校や地域全体で育てることが必要です。個別の指導・支援の方法
を考える際にも、その子どもの興味関心や良さを活かした手立てを考えることが有効です。

⇒「個別の指導計画」様式 2

2．子どものことばの力を理解するために重要なこと

3．効果的な指導の方法を考えるために大切なこと
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　外国につながりをもつ児童生徒のことばの発達の様子を観察・把握し、適切な支援を関係者間で話
し合うための共通指標として作成されました。就学前～ 9歳（小学校 3年生）対象版と、10 歳（小学
校 4年生）以上対象版があります。

伊勢崎市　日本語ステップ　
－ひろがることば・夢・希望－

◎「日本語ステップ」3つの特徴

◦ 2 つの 「ちから」 と、7 つの 「ステップ」
　「日常会話の力」と、「学習活動に参加する力（聞く／聴く・話す・読む・書く）」 に分け、それぞれ
に 7 つのステップを設けました。これを共通の目安として、複数の関係者で 子どものことばの発達
を観察し、把握します。
　転編入時、家庭訪問、三者面談などの機会に、子ども本人や保護者に ことばの発達段階を示すた
めにも使えます。見る人によって 観察点や把握の仕方は様々ですから、「日本語ステップ」の見取り
結果が一致しない場合も、よくあります。関係者間で 子どものことばの理解度や使用場面について
情報を共有し、多面的に把握するようにしましょう。　
※「日本語ステップ」は、子どものことばの力を把握するツールの一つです。各ステップの数値は、
　日本語力の評定ではありません。

1）子どものことばの力を見取るための共通指標です

◦子どもの「ことばの使用例」と、教員の「支援例」
　各ステップの欄には、事例に基づいた子どものことばの使用例と、その段階に適切な支援例が記載
されています。
　ことばの使用例は子どもの実態を把握するために、そして支援例は子どもが在籍学級での学習活動
に参加するときの適切な支援を考えるために、参照することができます。⇒「個別の指導計画」作成
に活用できます。
　ことばの発達とともに、支援や配慮の方法も変わっていきます。「ステップ 7」の子どもにも、そ
の子どもに応じた適切な支援が必要です。特に日常的に使われない語彙や、学習内容の背景知識とな
る事柄に関する支援が必要になります。
※子どもの背景や個性は多様ですから、ことばの成長がステップどおりに進まないことも 十分考え
　られます。

2）在籍学級での支援方法を考えるヒントになります

◦使用者による継続的な見直しと、更新
　「日本語ステップ」は、教員や指導補助者だけではなく、子ども本人や保護者とも共有して使うこ
とができます。関係者は「日本語ステップ」を使いながら、ことばの使用例や指導者の支援例をより
適切なものに修正したり、新たに追加したりすることができます。「日本語ステップ」は固定化され
たものではなく、関係者が各自の実践をもとにして充実・発展させていく可変的なものですから、毎
年見直していきます。
※「日本語ステップ」に記載されているのは、ことばの力のほんの一部です。子どものことばの力を 
　様々な面から捉えるために、「日本語ステップ」の記述内容以外の点から観察することも重要です。

3）使いながら改善していく発展的なツールです
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れ

ば
、

年
齢

と
学

年
に

応
じ

た
物

語
や

説
明

文
が

読
め

る
。

書
く

速
さ

が
増

し
、

様
々

な
文

章
も

書
け

る
よ

う
に

な
る

。
○

 調
べ

た
こ

と
を

書
く

・
物

語
を

読
ん

だ
り

、
映

像
を

見
た

り
し

て
感

想
を

書
く

・
絵

を
見

て
お

話
を

書
く

正
確

さ
も

増
し

、
聞

き
取

り
や

す
い

話
し

方
が

で
き

る
よ

う
に

な
る

。

学
級

会
や

道
徳

な
ど

ク
ラ

ス
全

体
や

グ
ル

ー
プ

で
の

話
し

合
い

で
、

自
然

な
速

さ
で

話
さ

れ
て

い
る

内
容

が
ほ

ぼ
理

解
で

き
る

。
●

 教
師

が
本

人
に

声
か

け
を

す
る

・
グ

ル
ー

プ
内

に
支

援
で

き
る

友
達

を
入

れ
る

日
本

語
の

的
確

な
表

現
を

知
ら

な
い

場
合

に
は

、
そ

の
内

容
を

別
の

表
現

で
説

明
し

よ
う

と
す

る
。

○
「

き
ょ

う
の

た
い

い
く

は
、

て
つ

ぼ
う

の
は

し
ご（

＝
う

ん
て

い
）を

し
ま

す
。」

読
書

に
意

欲
・

関
心

を
持

ち
、

絵
よ

り
文

字
が

多
い

本
を

読
む

よ
う

に
な

る
。

表
記

規
則

や
文

法
的

事
項

に
つ

い
て

正
確

さ
が

増
し

て
く

る
。

生
活

場
面

で
は

、
自

然
な

や
り

取
り

が
で

き
る

よ
う

に
な

る
授

業
を

聞
い

て
理

解
で

き
る

範
囲

が
広

が
る

話
し

合
い

活
動

に
、

で
き

る
範

囲
で

参
加

し
始

め
る

意
欲

・
関

心
を

持
っ

て
読

み
、

で
き

る
範

囲
で

授
業

に
参

加
し

始
め

る
身

近
な

話
題

に
つ

い
て

、
ま

と
ま

り
の

あ
る

文
章

を
書

き
始

め
る

使
え

る
語

や
表

現
が

増
え

、
自

分
の

伝
え

た
い

内
容

を
詳

し
く

話
す

こ
と

が
で

き
る

。
身

近
な

話
題

や
、

よ
く

知
っ

て
い

る
学

習
内

容
な

ら
ば

、
学

級
で

の
学

習
活

動
に

参
加

し
、

他
の

児
童

の
発

言
内

容
を

お
お

よ
そ

理
解

で
き

る
。

身
近

な
話

題
や

、
よ

く
知

っ
て

い
る

学
習

内
容

な
ら

ば
、

学
習

活
動

に
参

加
で

き
る

。
○

 係
を

決
め

る
と

き
「

生
き

物
係

を
や

り
た

い
」

と
言

う
教

科
学

習
に

関
す

る
文

章
を

、
知

っ
て

い
る

言
葉

や
背

景
知

識
を

ヒ
ン

ト
に

し
て

読
め

る
。

十
分

な
時

間
が

あ
れ

ば
、

身
近

な
話

題
や

、
よ

く
使

う
パ

タ
ー

ン
の

短
い

文
章

を
書

け
る

。
○

 日
直

の
と

き
、

日
誌

に
今

日
の

出
来

事
や

感
想

を
書

く
・

3
行

日
記

を
書

く

親
し

い
友

達
同

士
の

会
話

で
は

、
自

分
か

ら
話

を
切

り
出

し
た

り
、

終
わ

ら
せ

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な

る
。

繰
り

返
し

言
う

・
視

覚
補

助
を

用
い

る
・

考
え

る
時

間
を

十
分

に
与

え
る

な
ど

の
支

援
が

あ
れ

ば
、

新
し

い
話

題
に

つ
い

て
い

こ
う

と
す

る
。

少
人

数
の

話
し

合
い

活
動

で
、

友
達

の
助

け
が

あ
れ

ば
、

自
分

の
考

え
を

言
え

る
よ

う
に

な
る

。
●

 話
し

や
す

い
相

手
と

同
じ

グ
ル

ー
プ

に
す

る
・

他
の

児
童

に
「

＊
＊

ち
ゃ

ん
は（

ど
う

思
う

）？
」

な
ど

積
極

的
に

声
を

か
け

る
よ

う
促

す

背
景

知
識

に
関

す
る

支
援

や
、

十
分

な
時

間
が

あ
れ

ば
、

複
雑

な
文

章（
一

文
が

長
い

も
の

）や
、

新
し

い
概

念
の

あ
る

文
章（

自
分

が
知

ら
な

い
こ

と
が

書
い

て
あ

る
文

章
）の

内
容

を
理

解
で

き
る

。

ス
テ

ッ
プ

4
と

同
様

、
作

文
を

書
く

前
の

内
容

に
関

す
る

話
し

合
い

、
モ

デ
ル

文
や

使
う

言
葉

の
提

示
、

文
章

の
つ

な
げ

方
等

に
十

分
な

支
援

が
必

要
で

あ
る

。
●

「
ま

ず
・

次
に

・
そ

れ
か

ら
・

最
後

に
」

等
の

使
い

方
を

示
す

相
手

の
話

を
受

け
て

、
分

か
ら

な
い

こ
と

を
聞

き
返

し
た

り
、

そ
の

話
の

内
容

に
関

連
さ

せ
て

や
り

取
り

を
続

け
た

り
で

き
る

。
集

中
し

て
聴

け
る

環
境

を
整

え
れ

ば
、

あ
る

程
度

の
長

さ
の

話
を

関
心

を
持

っ
て

最
後

ま
で

聴
け

る
よ

う
に

な
る

。
文

を
つ

な
ぐ

言
葉

を
使

い
始

め
、

少
し

長
い

文
も

流
暢

に
言

う
よ

う
に

な
る

。
○

「
～

で
す

。
わ

け
は

、
～

だ
か

ら
で

す
。」

教
師

や
友

達
の

支
援

が
あ

れ
ば

長
く

て
複

雑
な

文
章

も
読

み
取

れ
る

。
●

 長
い

文
を

区
切

る
・

簡
単

な
言

葉
に

置
き

換
え

る
・

漢
字

に
読

み
が

な
を

付
け

る

書
く

こ
と

に
意

欲
・

関
心

を
示

し
、

進
ん

で
書

く
よ

う
に

な
る

。
伝

え
た

い
こ

と
を

十
分

に
表

現
す

る
に

は
、

そ
の

子
の

力
に

応
じ

た
支

援
が

必
要

と
な

る
。

身
近

な
話

題
に

つ
い

て
や

り
取

り
を

続
け

ら
れ

る
よ

う
に

な
る

日
本

語
で

学
習

内
容

を
理

解
し

始
め

る
日

本
語

で
学

習
内

容
を

理
解

し
、

話
し

始
め

る
身

近
な

文
章

を
読

む
時

に
読

解
ス

キ
ル

を
活

用
し

始
め

る
身

近
な

話
題

に
つ

い
て

、
短

く
て

、
簡

単
な

文
章

を
書

き
始

め
る

友
達

の
表

現
を

真
似

て
、

話
を

続
け

よ
う

と
す

る
。

○
「

～
で

ね
、

～
で

、
～

で
、」

よ
く

知
っ

て
い

る
内

容
で

あ
れ

ば
、

話
の

概
要

を
つ

か
む

こ
と

が
で

き
る

。
身

近
な

話
題

や
最

近
の

出
来

事
に

つ
い

て
、

話
す

こ
と

が
で

き
る

。
○

「
き

の
う

パ
パ

の
ト

ラ
ッ

ク
に

 の
っ

た
よ

。」
教

師
や

友
達

の
支

援
が

あ
り

、
十

分
な

時
間

が
あ

れ
ば

、
教

科
学

習
に

関
す

る
文

や
文

章
の

概
要

を
理

解
で

き
る

。
十

分
な

時
間

が
あ

れ
ば

、身
近

な
話

題
に

つ
い

て
、簡

単
で

短
い

文
章

が
書

け
る

。
○

 身
近

な
人

へ
の

手
紙

や
出

来
事

の
記

録
・

簡
単

な
説

明
文

な
ど

1
対

1
で

、
身

近
な

話
題

で
あ

れ
ば

や
り

取
り

が
続

け
ら

れ
る

。

学
習

内
容

の
ポ

イ
ン

ト
を

繰
り

返
し

言
っ

た
り

、
視

覚
補

助
を

用
い

た
り

す
れ

ば
、

そ
の

概
要

が
理

解
で

き
る

。
●

 易
し

く
言

い
換

え
る

・
ゆ

っ
く

り
明

瞭
に

話
す

・
教

科
書

の
ペ

ー
ジ

数
を

板
書

す
る

・
学

習
の

流
れ

を
板

書
や

指
差

し
で

明
示

す
る

学
級

で
教

師
や

友
達

の
支

援
が

あ
れ

ば
、

学
習

内
容

に
つ

い
て

話
せ

る
よ

う
に

な
る

。
経

験
や

背
景

知
識

が
あ

れ
ば

、
活

動
を

説
明

す
る

文
章

な
ど

の
内

容
を

理
解

で
き

る
。

作
文

を
書

く
前

の
内

容
に

関
す

る
話

し
合

い
、

モ
デ

ル
文

や
使

う
言

葉
の

提
示

、
文

章
の

つ
な

げ
方

等
に

十
分

な
支

援
が

必
要

で
あ

る
。

●
 作

文
を

書
く

前
に

教
師

と
内

容
に

つ
い

て
話

す
・

書
く

内
容

を
絵

や
図

、
児

童
の

得
意

な
言

語
で

表
す

・
書

き
た

い
内

容
を

表
現

す
る

た
め

に
必

要
な

語
句

や
表

現
、

文
の

つ
な

げ
方

等
を

提
示

す
る

自
分

の
こ

と
を

積
極

的
に

話
せ

る
よ

う
に

な
る

。
○

「
ぼ

く
、

ド
ッ

ジ
ボ

ー
ル

が
す

き
。

だ
っ

て
、

～
」

集
中

し
て

聴
け

る
環

境
を

整
え

れ
ば

話
の

内
容

を
理

解
し

や
す

く
な

る
。

●
 静

か
な

環
境

を
作

る
・

児
童

と
視

線
を

合
わ

せ
る

・
教

師
の

口
元

を
見

せ
る

・
表

情
や

口
調

を
変

え
る

・
｢ハ

イ
ッ

。
こ

れ
か

ら
話

す
こ

と
は

と
て

も
大

事
だ

か
ら

よ
く

聞
い

て
く

だ
さ

い
。｣

な
ど

と
言

う

教
科

に
関

す
る

語
彙

や
概

念
を

学
び

始
め

、
教

師
の

十
分

な
支

援
が

あ
れ

ば
、

授
業

で
自

分
の

考
え

を
少

し
ず

つ
言

え
る

よ
う

に
な

る
。

●
 事

前
に

支
援

者
が

児
童

の
得

意
な

言
語

で
話

す
・

モ
デ

ル
文

や
語

彙
の

提
示

読
ん

だ
内

容
に

つ
い

て
、

教
師

の
問

い
か

け
が

あ
れ

ば
、

キ
ー

ワ
ー

ド
を

使
っ

て
大

意
を

説
明

で
き

る
。

●
「

そ
れ

か
ら

ど
う

し
た

の
？

」
な

ど
、

発
話

を
促

す
よ

う
な

問
い

か
け

を
す

る

表
記

規
則

や
文

法
的

事
項

に
つ

い
て

は
教

師
の

十
分

な
支

援
が

必
要

で
あ

る
。

○
「

さ
か（

サ
ッ

カ
ー

）」「
き

の
う

、
た

べ
る

。」「
は

・
を

・
へ

」

日
本

語
で

や
り

取
り

を
始

め
る

学
校

生
活

や
学

習
活

動
で

使
わ

れ
る

言
葉

を
理

解
し

始
め

る
学

校
生

活
や

学
習

活
動

で
使

わ
れ

る
言

葉
を

理
解

し
、

話
し

始
め

る
身

近
な

内
容

の
短

い
文

や
文

章
を

、
絵

な
ど

を
ヒ

ン
ト

に
し

て
、

理
解

し
始

め
る

身
近

な
内

容
の

短
い

文
を

書
き

始
め

る

友
達

が
よ

く
使

っ
て

い
る

表
現

を
真

似
し

て
、

積
極

的
に

使
お

う
と

す
る

。
○

「
で

き
た

ー
！

」「
か

し
て

」「
い

い
よ

」「
お

な
か

が
す

い
た

」

ジ
ェ

ス
チ

ャ
ー

を
使

う
・

明
瞭

に
話

す
・

繰
り

返
し

話
す

・
易

し
く

言
い

換
え

る
な

ど
す

れ
ば

、
大

事
な

語
句

は
聞

き
取

れ
る

。
●

「
明

日
、

色
鉛

筆
を

持
っ

て
き

て
く

だ
さ

い
。

色
鉛

筆
を

持
っ

て
来

ま
す

」
な

ど
、

大
切

な
言

葉
を

ゆ
っ

く
り

と
言

う

毎
日

よ
く

使
う

表
現

を
理

解
し

、
使

い
始

め
る

。
○

 ｢い
い

で
す

か
。｣

｢い
い

で
す

。｣
｢起

立
・

注
目

・
礼

｣
既

に
知

っ
て

い
る

内
容

に
つ

い
て

、
絵

や
見

慣
れ

た
単

語
を

ヒ
ン

ト
に

読
め

る
。

教
師

の
支

援
が

あ
れ

ば
、

身
近

な
話

題
に

つ
い

て
、

短
い

文
で

書
き

始
め

る
。

○
 家

庭
や

学
校

で
の

出
来

事
に

つ
い

て
書

く
・

自
分

が
描

い
た

絵
に

題
名

や
説

明
を

書
く

自
分

な
り

の
日

本
語

や
ジ

ェ
ス

チ
ャ

ー
な

ど
を

使
っ

て
積

極
的

に
話

そ
う

と
す

る
場

面
が

見
ら

れ
る

。

簡
単

な
質

問
の

意
味

が
理

解
で

き
る

。
○

「
宿

題
を

や
っ

て
き

ま
し

た
か

？
｣

｢教
科

書
は

あ
り

ま
す

か
？

」
と

聞
か

れ
て

理
解

で
き

る

簡
単

な
質

問
を

理
解

し
、

｢う
ん

｣
｢う

う
ん

｣
な

ど
簡

単
に

答
え

る
。

○
｢宿

題
を

や
っ

て
き

ま
し

た
か

？
｣

｢教
科

書
は

あ
り

ま
す

か
？

｣
と

聞
か

れ
て

｢う
ん

/
や

っ
て

き
ま

し
た

｣
｢う

ん
/
あ

り
ま

す
」

の
よ

う
に

答
え

る

知
ら

な
い

言
葉

や
わ

か
ら

な
い

内
容

が
あ

っ
て

も
、

自
分

で
工

夫
し

て
、

な
ん

と
か

意
味

を
読

み
取

ろ
う

と
す

る
。

○
 絵

や
、

知
っ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

初
め

て
見

る
言

葉
の

意
味

を
予

測
し

よ
う

と
す

る
・

教
師

に
「

こ
れ

は
何

？
」

と
尋

ね
る

モ
デ

ル
文

を
真

似
て

書
け

る
。

○
「

□
□

は
…

で
す

。」
と

い
う

モ
デ

ル
文

で
、「

ぼ
く

は
1

年
1

組
で

す
。」

と
書

く

親
し

い
人

か
ら

身
近

な
話

題
に

つ
い

て
話

し
か

け
ら

れ
る

と
、

や
り

取
り

が
で

き
る

。
○

｢お
す

し
　

お
い

し
か

っ
た

ね
。｣

｢う
ん

、
お

い
し

か
っ

た
ね

。｣

教
室

で
日

常
的

に
使

わ
れ

る
簡

単
な

指
示

を
理

解
し

、
行

動
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

○
｢プ

リ
ン

ト
に

名
前

を
書

い
て

｣
｢教

科
書

を
出

し
ま

し
ょ

う
｣

｢ノ
ー

ト
を

開
き

ま
し

ょ
う

｣
と

聞
い

て
、

そ
の

行
動

が
で

き
る

学
級

で
教

師
や

友
達

の
支

援
が

あ
れ

ば
少

し
ず

つ
話

せ
る

よ
う

に
な

る
。

●
 話

し
始

め
る

の
を

ゆ
っ

く
り

待
つ

・
聞

こ
う

と
す

る
態

度
を

示
す

・
相

槌
を

打
つ

・
本

人
が

言
い

た
い

で
あ

ろ
う

言
葉

を
補

っ
て

あ
げ

る
・

答
え

方
の

モ
デ

ル
を

示
す

日
本

語
で

読
ん

だ
内

容
に

つ
い

て
、

教
師

や
支

援
者

の
問

い
か

け
が

あ
れ

ば
、

自
分

の
得

意
な

言
語

で
説

明
で

き
る

。
知

ら
な

い
言

葉
、

聞
き

と
れ

な
い

言
葉

、
う

ま
く

発
音

で
き

な
い

言
葉

を
書

く
に

は
、

教
師

の
支

援
が

必
要

で
あ

る
。

身
近

な
場

面
で

日
常

的
に

使
わ

れ
る

語
や

表
現

を
理

解
し

、
使

い
始

め
る

よ
く

聞
く

語
や

表
現

を
理

解
し

始
め

る
よ

く
聞

く
語

や
表

現
を

理
解

し
始

め
、

日
本

語
で

話
そ

う
と

す
る

単
語

や
短

い
語

の
ま

と
ま

り
を

見
分

け
始

め
る

文
字

や
単

語
を

書
き

始
め

る

よ
く

聞
く

挨
拶

や
簡

単
な

言
葉

を
理

解
し

、
応

じ
る

こ
と

が
で

き
る

。
○

 指
さ

す
・

う
な

ず
く

・
自

分
の

話
せ

る
言

語
で

答
え

る

よ
く

聞
く

挨
拶

や
簡

単
な

言
葉

を
理

解
し

、
応

じ
る

こ
と

が
で

き
る

。
○

 指
さ

す
・

う
な

ず
く

・
自

分
の

話
せ

る
言

語
で

答
え

る
・

絵
を

描
い

て
答

え
る

よ
く

聞
く

挨
拶

や
簡

単
な

言
葉

を
使

い
始

め
る

。
○

「
お

は
よ

う
ご

ざ
い

ま
す

」「
き

ゅ
う

し
ょ

く
」「

い
た

だ
き

ま
す

」
知

っ
て

い
る

単
語

や
短

い
語

の
ま

と
ま

り
を

見
分

け
ら

れ
る

。
○

 教
科

名
・

親
し

い
友

達
の

名
前

・
持

ち
物

の
名

前
を

読
み

始
め

る
身

の
回

り
に

あ
る

文
字

を
、「

意
味

を
持

つ
も

の
」

と
し

て
写

す
こ

と
が

で
き

る
。

1
対

1
で

、
ジ

ェ
ス

チ
ャ

ー
を

使
い

な
が

ら
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
取

ろ
う

と
す

る
。

話
に

関
連

し
た

イ
ラ

ス
ト

・
映

像
・

実
物

な
ど

が
あ

れ
ば

、
話

の
内

容
が

少
し

分
か

る
。

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

取
ろ

う
と

し
て

、
ジ

ェ
ス

チ
ャ

ー
を

使
っ

た
り

、
行

動
で

示
し

た
り

す
る

こ
と

が
あ

る
。

○
「

だ
い

じ
ょ

う
ぶ

？
」

と
聞

か
れ

て
親

指
を

立
て

る
絵

や
知

っ
て

い
る

文
字

を
ヒ

ン
ト

に
し

て
、

少
し

ず
つ

読
も

う
と

す
る

。
伝

え
た

い
こ

と
を

絵
で

表
現

し
、

教
師

の
支

援
が

あ
れ

ば
、

そ
の

名
前

を
書

こ
う

と
す

る
。

○
 象

の
絵

を
描

き
、

支
援

を
得

て
、「

ぞ
」「

う
」

を
書

こ
う

と
す

る

聞
い

た
こ

と
を

理
解

す
る

の
に

、
十

分
な

時
間

が
必

要
で

あ
る

。
十

分
な

時
間

や
視

覚
支

援
が

あ
れ

ば
、

聞
い

た
こ

と
を

理
解

し
始

め
る

。
十

分
な

時
間

や
視

覚
支

援
が

あ
れ

ば
、

聞
い

た
こ

と
を

理
解

し
始

め
る

。
日

本
語

の
表

記
規

則（「
は

」「
ぱ

」「
ば

」・
縦

書
き

と
横

書
き

な
ど

）に
つ

い
て

理
解

し
始

め
る

。
自

分
の

名
前

が
書

け
る

。

初
め

て
日

本
語

に
触

れ
る

初
め

て
日

本
語

に
触

れ
る

初
め

て
日

本
語

に
触

れ
る

日
本

語
を

読
む

の
は

初
め

て
だ

が
、

他
の

言
語

で
読

み
書

き
の

経
験

が
あ

る
日

本
語

で
書

く
の

は
初

め
て

だ
が

、
他

の
言

語
で

読
み

書
き

の
経

験
が

あ
る

他
の

子
ど

も
が

す
る

こ
と

を
見

聞
き

し
て

真
似

る
こ

と
が

あ
る

。
○

 友
達

が
｢す

ご
い

｣
と

言
う

と
そ

の
ま

ま
真

似
る

他
の

子
ど

も
の

活
動

を
よ

く
観

察
し

、
聞

く
こ

と
に

集
中

す
る

。
他

の
子

ど
も

の
活

動
を

よ
く

観
察

し
、

聞
く

こ
と

に
集

中
す

る
。

話
し

始
め

る
時

期
は

個
人

差
が

大
き

い
（

数
日

か
ら

数
カ

月
）。

自
分

の
名

前
を

見
分

け
る

こ
と

が
で

き
る

。
文

字
を

書
く

こ
と

を
試

し
た

り
、

書
く

動
作

を
し

た
り

す
る

。

ジ
ェ

ス
チ

ャ
ー

、
表

情
、

実
物

な
ど

、
非

言
語

情
報

を
ヒ

ン
ト

に
し

て
意

味
を

理
解

し
よ

う
と

す
る

。
話

し
始

め
る

時
期

は
個

人
差

が
大

き
い

（
数

日
か

ら
数

カ
月

）。
教

師
や

友
達

に
意

味
を

伝
え

よ
う

と
、

ジ
ェ

ス
チ

ャ
ー

を
し

た
り

、
自

分
が

話
せ

る
言

語
で

話
し

か
け

た
り

す
る

こ
と

が
あ

る
。

●
 ペ

ア
に

な
る

児
童

を
つ

け
る

知
っ

て
い

る
文

字
を

見
分

け
、

読
み

始
め

る
。

○
 5

0
音

表
や

掲
示

物
を

見
て

、
文

字
を

指
さ

し
た

り
読

ん
だ

り
す

る
・

聞
い

た
ひ

ら
が

な
を

5
0

音
表

で
指

さ
そ

う
と

す
る

他
の

人
が

書
い

た
も

の
を

真
似

て
書

け
る

。

基
本

的
な

要
求

を
、

単
語

で
伝

え
よ

う
と

す
る

。
○

「
ト

イ
レ

（
い

い
？

）」「
マ

マ
、

で
ん

わ
」「

み
ず

」
ジ

ェ
ス

チ
ャ

ー
、

表
情

、
実

物
な

ど
、

非
言

語
情

報
を

ヒ
ン

ト
に

し
て

、
意

味
を

理
解

し
よ

う
と

す
る

。
他

の
子

ど
も

が
す

る
こ

と
を

見
聞

き
し

て
真

似
る

こ
と

が
あ

る
。

○
 友

達
が

｢す
ご

い
｣

と
言

う
と

そ
の

ま
ま

真
似

る
読

む
こ

と
に

興
味

を
持

ち
始

め
る

。
○

 好
き

な
本

を
手

に
取

る
・

ペ
ー

ジ
を

め
く

る
・

挿
絵

を
見

る
自

分
が

書
い

た
/
描

い
た

も
の

に
つ

い
て

、
そ

の
意

味
を

伝
え

よ
う

と
す

る
。

初
め

て
日

本
語

環
境

に
入

る
日

本
語

で
も

他
の

言
語

で
も

読
み

書
き

の
経

験
が

な
い

日
本

語
で

も
他

の
言

語
で

も
読

み
書

き
の

経
験

が
な

い

自
分

の
得

意
な

言
語

や
ジ

ェ
ス

チ
ャ

ー
で

要
求

を
伝

え
よ

う
と

す
る

。
●

 子
ど

も
が

分
か

る
言

葉
で

簡
単

な
挨

拶
を

す
る

文
字

の
形

を
見

分
け

つ
つ

あ
る

。
○

「
い

｣
と

｢り
｣、

｢き
｣

と
｢さ

｣
の

違
い

に
気

づ
く

文
字

の
形

を
見

分
け

つ
つ

あ
る

。
○

「
い

｣
と

｢り
｣、

｢き
｣

と
｢さ

｣
の

違
い

に
気

づ
く

本
の

挿
絵

を
見

る
。

筆
記

用
具

（
鉛

筆
・

ク
レ

ヨ
ン

な
ど

）
を

使
い

始
め

る
。

○
子

ど
も

の
よ

う
す

　
●

教
師

の
支

援
例

伊
勢

崎
市

教
育

研
究

所
　

日
本

語
教

育
研

究
班

　
2

0
1
7

年
2

月
2
1

日

ステップ7ステップ6ステップ5ステップ4ステップ3ステップ2ステップ1P
re

︱1

ステップ7ステップ6ステップ5ステップ4ステップ3ステップ2ステップ1P
re

︱1

伊
勢

崎
市

　
日

本
語

ス
テ

ッ
プ

①
　

―
 ひ

ろ
が

る
こ

と
ば

・
夢

・
希

望
 ―

  【
就

学
前

〜
9
歳（

小
学

校
3

年
生

）〜
】

2
0
1

7
年

度
版



− 6 − − 7 −

日
常

会
話

の
力

 （
聞

く
−

話
す

）
場

面
学

習
活

動
に

参
加

す
る

力

ち
か

ら
聞

く
 ／

 聴
く

話
　

す
読

　
む

書
　

く

生
活

場
面

で
は

、
様

々
な

場
面

や
相

手
に

応
じ

て
、

適
切

で
幅

広
い

表
現

が
使

え
る

よ
う

に
な

る
個

に
応

じ
た

支
援

が
あ

れ
ば

、
学

習
場

面
で

十
分

に
日

本
語

が
理

解
で

き
る

個
に

応
じ

た
支

援
が

あ
れ

ば
、

学
習

場
面

で
十

分
に

日
本

語
が

話
せ

る
個

に
応

じ
た

支
援

が
あ

れ
ば

、
学

年
や

年
齢

に
応

じ
た

内
容

の
文

章
を

よ
り

深
く

読
め

る
よ

う
に

な
る

個
に

応
じ

た
支

援
が

あ
れ

ば
、

学
年

や
年

齢
に

応
じ

た
内

容
で

、
目

的
に

合
っ

た
文

章
が

適
切

に
書

け
る

よ
う

に
な

る

様
々

な
場

面
で

、
様

々
な

相
手

と
自

然
な

や
り

取
り

が
で

き
る

よ
う

に
な

る
。

○
 目

上
の

人
と

話
す

と
き

は
丁

寧
な

言
葉

を
使

う
。

新
し

い
学

習
内

容
を

学
ぶ

と
き

は
、

他
の

児
童

生
徒

と
同

じ
よ

う
な

支
援

が
あ

れ
ば

、
理

解
で

き
る

。
様

々
な

語
や

表
現

を
場

面
に

応
じ

て
適

切
に

使
う

力
が

育
ち

つ
つ

あ
る

。
様

々
な

種
類

の
文

章
（

物
語

文
・

説
明

文
・

新
聞

・
資

料
集

）
を

読
ん

で
、

メ
モ

を
取

っ
た

り
、

要
約

し
た

り
で

き
る

。
目

的
に

応
じ

て
、

様
々

な
表

現
を

使
っ

て
適

切
な

文
章

が
書

け
る

よ
う

に
な

る
。

正
確

さ
・

流
暢

度
も

増
し

、
自

由
に

や
り

取
り

が
で

き
る

よ
う

に
な

る
。

日
本

文
化

特
有

の
習

慣
や

言
葉

、
歴

史
的

な
背

景
知

識
な

ど
に

つ
い

て
は

支
援

が
必

要
で

あ
る

。
日

本
文

化
特

有
の

習
慣

や
言

葉
、

歴
史

的
な

背
景

知
識

な
ど

に
つ

い
て

は
支

援
が

必
要

で
あ

る
。

日
本

文
化

特
有

の
表

現
・

言
い

回
し

は
、

や
さ

し
い

表
現

に
置

き
換

え
れ

ば
理

解
で

き
る

。
●

 比
喩

・
ユ

ー
モ

ア
・

し
ゃ

れ
・

慣
用

句
・

こ
と

わ
ざ

・
敬

語
の

補
足

説
明

を
す

る

よ
り

幅
広

い
テ

ー
マ

に
つ

い
て

、
辞

書
・

資
料

集
・

図
鑑

・
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

な
ど

を
使

っ
て

適
切

な
表

現
を

選
び

、
書

き
進

め
る

こ
と

が
で

き
る

。（
調

べ
学

習
の

ま
と

め
、

発
表

原
稿

作
り

な
ど

）

生
活

場
面

で
は

、
自

然
な

発
音

で
流

暢
な

や
り

取
り

が
で

き
る

よ
う

に
な

る
個

に
応

じ
た

支
援

が
あ

れ
ば

、
授

業
に

積
極

的
に

参
加

で
き

る
個

に
応

じ
た

支
援

が
あ

れ
ば

、
授

業
に

積
極

的
に

参
加

で
き

る
個

に
応

じ
た

支
援

が
あ

れ
ば

、
学

年
や

年
齢

に
応

じ
た

内
容

の
文

章
を

進
ん

で
読

も
う

と
す

る
個

に
応

じ
た

支
援

が
あ

れ
ば

、
学

年
や

年
齢

に
応

じ
た

内
容

の
文

章
を

進
ん

で
書

こ
う

と
す

る

使
え

る
語

や
表

現
の

範
囲

が
広

が
り

、
自

分
の

伝
え

た
い

内
容

を
詳

し
く

話
す

こ
と

が
で

き
る

。
新

出
語

や
内

容
の

補
足

説
明

が
あ

れ
ば

、
年

齢
と

学
年

に
応

じ
た

学
習

内
容

が
理

解
で

き
る

。
学

習
活

動
や

学
校

行
事

に
積

極
的

に
参

加
で

き
る

よ
う

に
な

る
。

新
出

語
や

内
容

の
補

足
説

明
が

あ
れ

ば
、

学
年

や
年

齢
に

応
じ

た
内

容
の

物
語

や
説

明
文

が
読

め
る

よ
う

に
な

る
。

時
間

が
十

分
に

与
え

ら
れ

れ
ば

、
幅

広
い

表
現

を
使

っ
て

文
章

が
書

け
る

よ
う

に
な

る
。

正
確

さ
も

増
し

、
聞

き
取

り
や

す
い

話
し

方
が

で
き

る
よ

う
に

な
る

。
ク

ラ
ス

全
体

や
グ

ル
ー

プ
で

の
話

し
合

い
で

、
自

然
な

速
さ

で
話

さ
れ

て
い

る
内

容
を

ほ
ぼ

理
解

で
き

る
。

語
彙

や
表

現
の

支
援

が
あ

れ
ば

、
よ

り
深

い
考

え
や

気
持

ち
を

流
暢

に
話

せ
る

よ
う

に
な

る
。

日
本

文
化

特
有

の
言

葉
は

、
挿

絵
・

具
体

物
・

動
作

で
示

せ
ば

、
理

解
で

き
る

。
書

き
始

め
る

前
に

、
十

分
時

間
を

か
け

て
準

備
を

す
れ

ば
、

あ
る

程
度

の
長

さ
の

説
明

文
や

報
告

文
を

書
け

る
。

●
 書

く
前

に
内

容
や

構
成

に
つ

い
て

話
し

合
う

生
活

場
面

で
は

、
自

然
な

や
り

取
り

が
で

き
る

よ
う

に
な

る
授

業
を

聞
い

て
理

解
で

き
る

範
囲

が
広

が
る

学
級

で
の

話
し

合
い

や
グ

ル
ー

プ
活

動
に

参
加

で
き

る
よ

う
に

な
る

意
欲

・
関

心
を

持
っ

て
、

様
々

な
文

章
を

読
み

始
め

る
あ

る
程

度
の

長
さ

で
、

構
成

を
考

え
て

文
章

を
書

こ
う

と
す

る

使
え

る
語

や
表

現
が

増
え

、
自

分
の

伝
え

た
い

内
容

を
詳

し
く

話
す

こ
と

が
で

き
る

。
映

像
資

料
な

ど
を

視
聴

し
、

要
旨

が
理

解
で

き
る

よ
う

に
な

る
。

よ
く

知
っ

て
い

る
話

題
な

ら
ば

、
教

師
や

友
達

の
助

け
を

あ
ま

り
借

り
ず

に
、

話
し

合
い

に
積

極
的

に
参

加
で

き
る

。
自

分
で

本
を

選
ん

だ
り

、
よ

り
幅

広
い

話
題

の
文

章
を

進
ん

で
読

ん
だ

り
す

る
よ

う
に

な
る

。
構

成
を

考
え

な
が

ら
書

け
る

よ
う

に
な

る
。

親
し

い
友

達
同

士
の

会
話

で
は

、
自

分
か

ら
話

を
切

り
出

し
た

り
、

終
わ

ら
せ

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な

る
。

興
味

・
関

心
の

あ
る

話
題

や
、

よ
く

知
っ

て
い

る
学

習
内

容
な

ら
ば

、
学

級
で

の
学

習
活

動
に

参
加

し
、

他
の

児
童

生
徒

の
発

言
内

容
を

お
お

よ
そ

理
解

で
き

る
。

十
分

な
支

援
が

あ
れ

ば
、

新
し

い
話

題
に

関
す

る
話

し
合

い
で

意
見

を
言

え
る

よ
う

に
な

る
。

●
 背

景
知

識
に

関
す

る
支

援
を

行
う

・
意

見
を

ま
と

め
る

た
め

の
時

間
を

十
分

に
与

え
る

教
科

書
の

物
語

文
や

説
明

文
を

読
ん

で
、

文
章

の
構

成
や

要
旨

を
理

解
で

き
る

よ
う

に
な

る
。

●
 内

容
・

構
成

・
要

旨
が

理
解

で
き

て
い

る
か

発
問

を
し

、
答

え
ら

れ
る

か
を

確
か

め
る

課
題

を
作

成
す

る
手

順
に

つ
い

て
明

確
に

示
し

、
児

童
生

徒
の

力
に

応
じ

た
資

料
が

あ
れ

ば
、

短
い

レ
ポ

ー
ト

・
作

文
・

発
表

原
稿

等
が

書
け

る
。

相
手

の
話

を
受

け
て

、
分

か
ら

な
い

こ
と

を
聞

き
返

し
た

り
、

そ
の

話
の

内
容

に
関

連
さ

せ
て

や
り

取
り

を
続

け
た

り
で

き
る

。

十
分

な
支

援
が

あ
れ

ば
、

新
し

い
話

題
や

学
習

内
容

に
つ

い
て

こ
う

と
す

る
。

●
 先

行
学

習
と

し
て

内
容

に
つ

い
て

事
前

に
紹

介
す

る
・

新
出

語
句

の
補

足
説

明
を

す
る

・
考

え
る

時
間

を
十

分
に

与
え

る

準
備

す
る

時
間

が
十

分
に

あ
れ

ば
、

幅
広

い
表

現
を

用
い

て
発

表
で

き
る

よ
う

に
な

る
。

十
分

な
支

援
が

あ
れ

ば
、

社
会

的
な

話
題

に
関

す
る

文
章

を
読

み
、

そ
の

内
容

に
つ

い
て

説
明

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な

る
。

●
 写

真
や

映
像

を
見

せ
る

・「
ど

う
し

て
？

／
そ

の
わ

け
は

？
」

な
ど

、
発

話
を

促
す

よ
う

な
問

い
か

け
を

す
る

教
師

か
ら

ヒ
ン

ト
を

も
ら

え
ば

、
自

分
が

書
い

た
文

章
の

初
歩

的
な

文
法

の
誤

り
な

ど
は

修
正

で
き

る
。

身
近

な
話

題
に

つ
い

て
や

り
取

り
を

続
け

ら
れ

る
よ

う
に

な
る

日
本

語
で

学
習

内
容

を
理

解
し

始
め

る
日

本
語

で
学

習
内

容
を

理
解

し
、

話
し

始
め

る
読

解
ス

キ
ル

を
活

用
し

、
読

め
る

範
囲

が
広

が
り

始
め

る
よ

り
幅

広
い

内
容

に
つ

い
て

、
ま

と
ま

り
の

あ
る

文
章

を
書

き
始

め
る

友
達

の
表

現
を

真
似

て
、

話
を

続
け

よ
う

と
す

る
。

○
「

～
で

ね
、

～
で

、
～

で
、」

十
分

な
支

援
が

あ
れ

ば
、

教
科

の
内

容
を

理
解

し
始

め
る

。
●

 ゆ
っ

く
り

明
瞭

に
話

す
・

課
題

の
手

順
を

明
確

に
示

す
・

例
示

す
る

よ
く

知
っ

て
い

る
話

題
な

ら
ば

、
教

室
で

の
や

り
取

り
や

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
な

ど
に

参
加

し
、

質
問

に
答

え
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な

る
。

簡
単

な
構

成
の

物
語

を
、

楽
し

み
な

が
ら

読
め

る
。（

登
場

人
物

が
少

な
い

話
・

起
承

転
結

が
は

っ
き

り
し

て
い

る
話

・
自

分
が

経
験

し
た

こ
と

が
あ

る
話

な
ど

）
十

分
な

時
間

と
支

援
が

あ
れ

ば
、

モ
デ

ル
文

を
基

に
し

て
、

複
数

の
段

落
か

ら
成

る
文

章
を

書
き

始
め

る
。

1
対

1
で

、
身

近
な

話
題

で
あ

れ
ば

や
り

取
り

が
続

け
ら

れ
る

。
新

し
い

学
習

内
容

で
も

、
易

し
く

言
い

換
え

て
説

明
す

れ
ば

、
話

の
概

要
が

理
解

で
き

る
。

教
師

や
友

達
の

支
援

が
あ

れ
ば

、
自

分
の

考
え

や
気

持
ち

を
よ

り
詳

し
く

表
現

で
き

る
よ

う
に

な
る

。

教
師

や
友

達
の

支
援

が
あ

り
、

十
分

な
時

間
が

あ
れ

ば
、

教
科

学
習

に
関

す
る

文
章

の
概

要
を

あ
る

程
度

理
解

で
き

る
。

●
 写

真
や

映
像

を
見

せ
る

・
理

解
で

き
る

日
本

語
や

児
童

生
徒

の
得

意
な

言
語

に
置

き
換

え
な

が
ら

、
新

し
い

言
葉

や
話

の
内

容
を

補
足

説
明

す
る

・
文

の
分

か
ち

書
き

を
行

い
、

わ
か

り
や

す
く

す
る

・
話

の
内

容
を

図
示

す
る

十
分

な
支

援
が

あ
れ

ば
、

よ
り

幅
広

い
話

題
に

つ
い

て
、

感
想

や
意

見
を

あ
る

程
度

の
長

さ
で

書
け

る
。

●
 書

く
前

に
内

容
に

つ
い

て
話

し
合

う
・

書
い

た
後

に
内

容
に

つ
い

て
確

認
の

質
問

を
し

、
推

敲
す

る

相
手

の
助

け
が

あ
れ

ば
、

自
信

を
持

っ
て

話
す

よ
う

に
な

る
。

●
 視

線
を

合
わ

せ
る

・
笑

顔
で

う
な

ず
く

・
共

感
的

な
態

度
で

接
す

る
・

表
情

豊
か

に
相

槌
を

打
つ

算
数

/
数

学
の

定
理

、
歴

史
な

ど
抽

象
的

な
内

容
を

含
む

教
科

の
学

習
に

つ
い

て
は

、
児

童
生

徒
の

得
意

な
言

語
で

の
支

援
が

必
要

で
あ

る
。

準
備

す
る

時
間

が
十

分
に

あ
れ

ば
、

自
分

で
調

べ
た

内
容

に
つ

い
て

発
表

で
き

る
よ

う
に

な
る

。

課
題

の
指

示
文

を
読

ん
で

、
わ

か
ら

な
い

言
葉

や
難

し
い

表
現

に
つ

い
て

支
援

が
あ

れ
ば

適
切

に
対

応
で

き
る

。
●

 児
童

生
徒

が
知

っ
て

い
る

言
葉

や
、

や
さ

し
い

表
現

に
置

き
換

え
て

説
明

し
、

指
示

文
の

理
解

が
で

き
た

か
を

確
認

す
る

表
記

規
則

や
文

法
的

事
項

に
つ

い
て

は
教

師
の

十
分

な
支

援
が

必
要

で
あ

る
。

○
「

さ
か（

サ
ッ

カ
ー

）」
「

き
の

う
、

た
べ

る
。」

「
は

・
を

・
へ

」

日
本

語
で

や
り

取
り

を
始

め
る

学
習

活
動

に
参

加
し

、
日

本
語

で
学

び
始

め
る

学
習

活
動

に
参

加
し

、
日

本
語

で
学

び
始

め
る

よ
く

知
っ

て
い

る
話

題
に

つ
い

て
の

文
章

を
理

解
し

始
め

る
よ

く
知

っ
て

い
る

話
題

に
つ

い
て

書
き

始
め

る

友
達

が
よ

く
使

っ
て

い
る

表
現

を
真

似
し

て
、

積
極

的
に

使
お

う
と

す
る

。
○

「
静

か
に

し
て

！
」「

は
や

く
、

は
や

く
」

身
近

な
話

題
な

ら
ば

教
室

で
の

や
り

取
り

を
理

解
し

始
め

る
。

身
近

な
話

題
な

ら
ば

教
室

で
の

や
り

取
り

に
参

加
し

始
め

る
。

短
く

て
シ

ン
プ

ル
な

構
成

の
文

章
を

読
ん

で
理

解
で

き
る

。
モ

デ
ル

文
や

単
語

リ
ス

ト
を

基
に

し
て

、
短

い
文

が
書

け
る

。
（

学
級

日
誌

・
発

表
原

稿
の

下
書

き
・

３
行

日
記

な
ど

）

自
分

な
り

の
日

本
語

や
ジ

ェ
ス

チ
ャ

ー
な

ど
を

使
っ

て
、

積
極

的
に

質
問

し
た

り
話

し
た

り
し

よ
う

と
す

る
場

面
が

見
ら

れ
る

。

教
室

で
よ

く
使

わ
れ

る
指

示
を

理
解

し
、

行
動

で
き

る
。

○
 ｢

こ
れ

を
ノ

ー
ト

に
赤

鉛
筆

で
書

い
て

く
だ

さ
い

。｣
と

聞
い

て
、

指
示

通
り

に
で

き
る

教
室

で
よ

く
使

わ
れ

る
表

現
だ

け
で

は
な

く
、
知

っ
て

い
る

語
や

表
現

を
使

っ
て

自
分

な
り

に
表

現
し

始
め

る
。

よ
く

使
わ

れ
る

短
い

指
示

文
を

読
ん

で
適

切
に

対
応

で
き

る
。（

「
同

じ
も

の
を

線
で

結
び

な
さ

い
」「

正
し

い
も

の
に

○
を

つ
け

な
さ

い
」

な
ど

）
書

く
前

に
、

そ
の

課
題

の
内

容
や

書
き

方
に

つ
い

て
個

別
に

説
明

が
必

要
で

あ
る

。

1
対

1
で

、
相

手
に

助
け

ら
れ

な
が

ら
、

簡
単

な
や

り
取

り
が

で
き

る
よ

う
に

な
る

。
●

 本
人

が
言

い
た

い
で

あ
ろ

う
言

葉
を

補
っ

て
あ

げ
る

○
 「

バ
ス

ケ
の

練
習

で
・

・
・

」（
け

が
？

）「
そ

う
、

こ
っ

ち
の

手
」

教
師

や
友

達
の

支
援

が
あ

れ
ば

、
課

題
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

。
●

 そ
の

課
題

の
内

容
に

つ
い

て
、

個
別

に
説

明
す

る

教
師

や
友

達
の

支
援

が
あ

れ
ば

、
学

習
活

動
に

参
加

で
き

る
よ

う
に

な
る

。
●

 話
し

始
め

る
の

を
ゆ

っ
く

り
待

つ
・

聞
こ

う
と

す
る

態
度

を
示

す
・

相
槌

を
打

つ
・

本
人

が
言

い
た

い
で

あ
ろ

う
言

葉
を

補
っ

て
あ

げ
る

・
答

え
方

の
モ

デ
ル

を
示

す

十
分

な
支

援
が

あ
れ

ば
、

教
科

学
習

の
内

容
に

つ
な

が
る

よ
う

な
簡

単
な

文
章

を
読

み
始

め
る

。
●

 児
童

生
徒

の
興

味
関

心
の

あ
る

内
容

の
読

み
物

を
選

択
す

る
・

児
童

生
徒

の
既

有
知

識
と

結
び

つ
け

て
説

明
す

る
・

新
し

い
語

彙
や

概
念

を
説

明
す

る

知
ら

な
い

言
葉

、
聞

き
と

れ
な

い
言

葉
、

う
ま

く
発

音
で

き
な

い
言

葉
を

書
く

に
は

、
支

援
が

必
要

で
あ

る
。

身
近

な
場

面
で

日
常

的
に

使
わ

れ
る

語
や

表
現

を
理

解
し

、
使

い
始

め
る

学
校

生
活

や
学

習
活

動
で

よ
く

聞
く

言
葉

を
理

解
し

始
め

る
学

校
生

活
や

学
習

活
動

で
よ

く
聞

く
言

葉
を

理
解

し
、

話
し

始
め

る
単

語
や

短
い

語
の

ま
と

ま
り

を
見

分
け

、
短

い
文

を
読

み
始

め
る

文
字

・
単

語
・

短
い

文
を

書
き

始
め

る

よ
く

聞
く

挨
拶

や
簡

単
な

指
示

を
聞

い
て

理
解

し
、

動
作

や
言

葉
で

応
じ

る
。

よ
く

聞
く

挨
拶

や
簡

単
な

指
示

を
聞

い
て

理
解

し
、

動
作

や
言

葉
で

応
じ

る
。

い
く

つ
か

の
言

葉
を

組
み

合
わ

せ
て

、
言

い
た

い
こ

と
を

伝
え

よ
う

と
す

る
。

挿
絵

や
図

な
ど

視
覚

的
情

報
を

手
が

か
り

に
し

て
、

短
い

文
の

意
味

を
つ

か
む

こ
と

が
で

き
る

。
よ

く
知

っ
て

い
る

物
の

名
前

を
書

き
始

め
る

。

自
分

が
知

っ
て

い
る

言
葉

や
表

現
を

使
っ

て
、

友
達

や
周

り
の

大
人

に
働

き
か

け
よ

う
と

す
る

。
○

 「
消

し
ゴ

ム
、

貸
し

て
。」

ジ
ェ

ス
チ

ャ
ー

を
使

う
・

明
瞭

に
話

す
・

繰
り

返
し

話
す

・
易

し
く

言
い

換
え

る
な

ど
す

れ
ば

、
動

作
や

言
葉

で
応

じ
る

。
学

校
生

活
で

よ
く

使
わ

れ
る

表
現

を
使

い
始

め
る

。
○

 日
直

の
と

き
「

今
日

の
体

育
は

、
サ

ッ
カ

ー
で

す
。」

と
言

う
既

習
の

単
語

が
多

く
て

身
近

な
内

容
で

あ
れ

ば
、

短
い

文
の

意
味

を
つ

か
む

こ
と

が
で

き
る

。
習

っ
た

言
葉

や
語

句
な

ら
、

ヒ
ン

ト
を

も
ら

え
ば

書
け

る
。

●
 文

字
の

穴
埋

め
プ

リ
ン

ト
を

す
る（

 ｢
□

ん
□

い
（

先
生

）」
な

ど
）

身
近

な
話

題
に

つ
い

て
話

し
か

け
ら

れ
る

と
、

簡
単

な
言

葉
で

答
え

る
こ

と
が

で
き

る
。

○
「

お
も

し
ろ

い
」「

あ
つ

い
」

聞
い

た
こ

と
を

、
自

分
の

分
か

る
言

葉
に

変
換

し
な

が
ら

理
解

し
始

め
る

。
●

 次
々

に
話

し
か

け
た

り
問

い
か

け
た

り
せ

ず
、

児
童

生
徒

が
自

分
で

理
解

す
る

た
め

の
十

分
な

時
間

を
与

え
る

十
分

な
時

間
が

あ
れ

ば
、聞

か
れ

た
こ

と
を

理
解

し
、動

作
や

言
葉

で
応

え
る

。
教

師
の

支
援

を
得

て
、

話
し

言
葉

と
書

き
言

葉
の

違
い

を
確

認
し

、
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

教
師

が
モ

デ
ル

文
を

示
せ

ば
、

短
い

文
が

書
け

る
。

○
 「

□
□

は
…

で
す

。」

初
め

て
日

本
語

に
触

れ
る

日
本

語
を

聞
く

の
は

初
め

て
だ

が
、

既
有

知
識

や
自

分
の

文
化

に
照

ら
し

合
わ

せ
て

解
釈

し
よ

う
と

す
る

一
語

文
・

二
語

文
で

必
要

な
こ

と
を

伝
え

始
め

る
日

本
語

を
読

む
の

は
初

め
て

だ
が

、
他

の
言

語
で

読
み

書
き

の
経

験
が

あ
る

日
本

語
を

書
く

の
は

初
め

て
だ

が
、

他
の

言
語

で
読

み
書

き
の

経
験

が
あ

る

他
の

児
童

生
徒

や
周

り
の

大
人

が
話

す
言

葉
を

聞
い

て
真

似
る

こ
と

が
あ

る
。

他
の

児
童

生
徒

の
活

動
を

よ
く

観
察

し
、

聞
く

こ
と

に
終

始
し

て
い

る
。

話
し

始
め

る
時

期
は

個
人

差
が

大
き

い
（

数
日

～
数

カ
月

）。
他

の
児

童
生

徒
の

活
動

を
よ

く
観

察
し

、
聞

く
こ

と
に

終
始

し
て

い
る

。
話

し
始

め
る

時
期

は
個

人
差

が
大

き
い

（
数

日
～

数
カ

月
）。

自
分

の
名

前
や

、
身

の
回

り
に

あ
る

文
字

や
単

語
を

見
分

け
る

こ
と

が
で

き
る

。
○

 自
分

の
学

校
名

・
教

科
名

・
親

し
い

友
達

の
名

前
・

教
室

名
を

読
み

始
め

る
教

師
や

友
達

が
書

い
た

も
の

を
見

な
が

ら
自

分
の

名
前

が
書

け
る

。

ジ
ェ

ス
チ

ャ
ー

、
表

情
、

実
物

な
ど

、
非

言
語

情
報

を
ヒ

ン
ト

に
し

て
意

味
を

理
解

し
よ

う
と

し
、

応
じ

る
こ

と
が

で
き

る
。

○
 指

さ
す

・
う

な
ず

く
・

自
分

の
話

せ
る

言
語

で
答

え
る

ジ
ェ

ス
チ

ャ
ー

、
表

情
、

実
物

な
ど

、
非

言
語

情
報

を
ヒ

ン
ト

に
し

て
、

指
示

や
形

式
的

な
や

り
取

り
の

意
味

を
理

解
し

よ
う

と
す

る
。

教
師

や
友

達
に

意
味

を
伝

え
よ

う
と

、
ジ

ェ
ス

チ
ャ

ー
を

し
た

り
、

自
分

が
話

せ
る

言
語

で
話

し
か

け
た

り
す

る
こ

と
が

あ
る

。
●

 ペ
ア

に
な

る
児

童
生

徒
を

つ
け

る
・

学
級

の
友

達
に

、
簡

単
な

言
葉

で
そ

の
子

ど
も

に
話

す
よ

う
に

促
す

興
味

を
持

っ
て

読
も

う
と

す
る

。
○

 文
を

指
で

な
ぞ

る
・

挿
絵

か
ら

内
容

を
想

像
す

る
・

二
言

語
辞

書
を

使
う

身
の

回
り

に
あ

る
文

字
を

見
て

書
き

写
す

こ
と

が
で

き
る

。

基
本

的
な

要
求

を
、

一
語

文
・

二
語

文
で

伝
え

よ
う

と
す

る
。

○
「

水
（

い
い

で
す

か
？

）」
「

こ
こ

、
痛

い
。」

自
分

の
得

意
な

言
語

で
説

明
し

て
も

ら
え

ば
、

理
解

で
き

る
。

●
 児

童
生

徒
の

年
齢

や
、

持
っ

て
い

る
力

・
自

尊
心

に
十

分
配

慮
す

る

あ
い

さ
つ

や
人

・
物

の
名

前
、

基
本

的
な

こ
と

を
一

語
文

・
二

語
文

で
伝

え
よ

う
と

す
る

。
○

 「
あ

り
が

と
う

。」
「

お
願

い
し

ま
す

。」
「

先
輩

」「
本

、
見

せ
て

。」

初
め

て
日

本
語

環
境

に
入

る
日

本
語

で
も

他
の

言
語

で
も

読
み

書
き

の
経

験
が

少
な

い
日

本
語

で
も

他
の

言
語

で
も

読
み

書
き

の
経

験
が

少
な

い

自
分

の
得

意
な

言
語

や
ジ

ェ
ス

チ
ャ

ー
で

要
求

を
伝

え
よ

う
と

す
る

。
●

 児
童

生
徒

が
分

か
る

言
葉

で
簡

単
な

挨
拶

を
す

る
文

字
を

読
む

こ
と

を
体

験
し

始
め

る
。

●
 児

童
生

徒
の

興
味

や
理

解
力

に
合

っ
た

素
材

を
選

択
す

る

文
字

を
書

く
経

験
は

少
な

い
が

、
持

っ
て

い
る

力
や

知
識

を
使

っ
て

表
現

し
よ

う
と

す
る

。
○

 絵
を

描
く

・
知

っ
て

い
る

言
語

で
書

く

周
囲

の
視

覚
的

な
情

報
か

ら
意

味
を

つ
か

も
う

と
す

る
。

●
 写

真
や

絵
等

を
示

す
筆

記
用

具
を

使
っ

て
文

字
を

書
く

こ
と

を
体

験
し

始
め

る
。
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○
子

ど
も

の
よ

う
す

　
●

教
師

の
支

援
例

伊
勢

崎
市

教
育

研
究

所
　

日
本

語
教

育
研

究
班

　
2

0
1

7
年

2
月

2
1

日
伊

勢
崎

市
　

日
本

語
ス

テ
ッ

プ
②

　
―

 ひ
ろ

が
る

こ
と

ば
・

夢
・

希
望

 ―
  【

1
0
歳（

小
学

校
4

年
生

）〜
】

2
0

1
7

年
度

版



− 6 − − 7 −

◦本人、保護者を含めた複数の関係者の「目」を使って観
察し、子どもの現在の状態を 多面的に把握します。

 観察の際は、以下の 3 点を捉えるようにします。

 ・子どもの強み（好きなことや、得意なこと）は何か
 ・子どもがどこまで習得できているか
 ・子どもが どこでつまずいているか、困っているか

◦次にその観察に基づいて、関係者間で子どものことばの
力について話し合ってください。その際、「日本語ステッ
プ」を共通指標として利用することができます。

◦「日本語ステップ」の記述内容は、子どものことばの力の
一部です。この他にもいろいろな角度から観察し、関係
者間で情報を共有すると、子どもの実態がより全体的に
把握できます。

◦子どもの強みを活かし、期間内に達成可能な目標を設定
します。

 関係者で目標を共有できるように、以下の 2 点を確認し
ましょう。

 ・「～することができる」など、具体的なことが示されて    
 　いるか
 ・客観的に 観察可能なことが目標になっているか
 　　⇒ 数値（点数だけではありません）で示すと、
    より明確になります

◦手立てを考えるということは、「子どもがつまずいている
ところ、困っていることを どのようにしたら解消できる
か」を考えることです。

 つまり、「子どもに何をさせるか」ではなく「教員は授業や
指導をどのように工夫するか」 を考える必要があります。

 「日本語ステップ」の「支援例」も参考にして「子どもの強 
み」を活かせるよう、その子どもに合った手立てを考え
てください。

◦指導計画作成時に、「いつ、何を使って、どのように成果
を見取るか」も考えます。目標同様、具体的で観察可能
なものにすると、見取りの基準が明確になります。

◦実践しながら計画の修正が必要だと気づいたら、その時
点で柔軟に変更します。

 「振り返り・成果を見取る」ときには、子どもの目標達成
度だけではなく、教員が考えた目標や手立てが適切だっ
たかどうかも評価することができます。

 この「振り返り」をもとに、新たな改善点を考え、次の
指導計画作成につなげていきます。

「個別の指導計画」の作成
〜「日本語ステップ」 を活用して〜

ポイント子どもの実態把握

観察聞き取り

指導計画の作成

授業での実践

長期目標を考える

成果を見取る方法を考える

短期目標を考える

目標達成のための
手立てを考える

「日本語ステップ」の
支援例参照

本

　人

保
護
者

教

　員

支
援
者

子どもの様子を
把握する

「日本語ステップ」を
参照し、ことばの力を

把握する

在籍学級
の学習支援

日本語教室
の学習支援

振り返り
成果を見取る
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家庭内使用言語
と

その状況

フリガナ
児童生徒氏名
（通称）

フリガナ
保護者氏名
（通称）

入国年月日 平成　　年　　月　　日 平成　　年　　月　　日

平成　　年　　月　　日

学校受入年月日

家族構成

学　　年

年　　度

在　　籍

支援状況
学校内

小 1

平成

続柄 名　　前 国籍

続　　柄

生年月日

出 生 地

国　　籍性　別

日本語理解の状況・備考

学校外

本人の
希望

保護者の
希望進路希望

生育歴・学習歴

そ の 他

健康・食生活・宗教上
の配慮事項など

小 2

平成

小 3

平成

小 4

平成

小 5

平成

小 6

平成

中 1

平成

中 2

平成

中 3

平成

様式1 （児童生徒に関する記録）

作成年月日
作　成　者

平成　　年　　月　　日

個別の指導計画

小学生でも、日本に定住希望か、帰国の予定があるか等、
将来の予定について保護者に確認する。

日本生まれで、出国なしの場合は空欄、複数回
出入国の場合は最新の入国年月日を記入する。

最初から全てを把握できなくてもよい。
面談や家庭訪問の際に、本人や保護者に聞きながら、
徐々に指導上必要な情報を追加していく。

分かる範囲で随時記入していく。

重国籍の場合、両方を記入する。

家庭内使用言語
と

その状況

様式1 （児童生徒に関する記録）

作成年月日
作　成　者

平成　　年　　月　　日

個別の指導計画（記載例）

フリガナ
児童生徒氏名
（通称）

フリガナ
保護者氏名
（通称）

入国年月日 平成　　年　　月　　日 平成　　年　　月　　日

平成　　年　　月　　日

学校受入年月日

家族構成

学　　年

年　　度

在　　籍

支援状況
学校内

小 1

平成

続柄 名　　前 国籍

続　　柄

生年月日

出 生 地

国　　籍性　別

日本語理解の状況・備考

学校外

本人の
希望

保護者の
希望

進路希望

生育歴・学習歴

そ の 他

健康・食生活・宗教上
の配慮事項など

小 2

平成

小 3

平成

小 4

平成

小 5

平成

小 6

平成

中 1

平成

中 2

平成

中 3

平成

○○  ○○
○○  ○○
○○  ○○

○○  ○○
○○  ○○

男

ブラジル

ブラジル

父

○ ○ ○

○ 4 7○ ○ ○

○○  ○○父 ブラジル 日本語はほとんど分からない。

○○  ○○母 ブラジル 日本語はほとんど分からない。

○○  ○○叔父 ブラジル 日常会話はできる。ひらがなを読み書きできる。

○○  ○○叔母 ブラジル 日本語はほとんど分からない。

在籍学級担任名・日本語教室担当者名

　　ポルトガル語　　叔父が児童に対して日本語で話しかけることがある。

入学前に2ヶ月程度、市内のブラジル系の保育施設に通っていた。

5月下旬より、 在籍学級の国語の時間（週6時間）に日本語教室で取り出し指導を始める。
6月下旬より、 算数の時間の一部（週2時間）でも、 取り出し指導を始める。

放課後、 市内のブラジル系の学童保育施設に通う。 そこで、 宿題を済ませることが多い。

学校がずっと楽しいとよい。

・家庭では、 宿題をきちんとさせることを心がけている様子がうかがえる。
　宿題の計算プリントは、 児童がわからないところを母親が一緒にみてあげているようである。
・毎日、 母親の車で送られて登校し、 帰りは学童保育施設の車に乗ってその施設に向かう。

日本に定住し、 高等学校に通わせ
たいと考えている。

○○

○○小

○ ○ ○
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家庭内使用言語
と

その状況

様式1 （児童生徒に関する記録）

作成年月日
作　成　者

平成　　年　　月　　日

個別の指導計画（記載例）

フリガナ
児童生徒氏名
（通称）

フリガナ
保護者氏名
（通称）

入国年月日 平成　　年　　月　　日 平成　　年　　月　　日

平成　　年　　月　　日

学校受入年月日

家族構成

学　　年

年　　度

在　　籍

支援状況
学校内

小 1

平成

続柄 名　　前 国籍

続　　柄

生年月日

出 生 地

国　　籍性　別

日本語理解の状況・備考

学校外

本人の
希望

保護者の
希望

進路希望

生育歴・学習歴

そ の 他

健康・食生活・宗教上
の配慮事項など

小 2

平成

小 3

平成

小 4

平成

小 5

平成

小 6

平成

中 1

平成

中 2

平成

中 3

平成

○○  ○○
○○  ○○
○○  ○○

○○  ○○
○○  ○○

男

ブラジル

ブラジル

父

○ ○ ○

○ 4 7○ ○ ○

○○  ○○父 ブラジル 日本語はほとんど分からない。

○○  ○○母 ブラジル 日本語はほとんど分からない。

○○  ○○叔父 ブラジル 日常会話はできる。ひらがなを読み書きできる。

○○  ○○叔母 ブラジル 日本語はほとんど分からない。

在籍学級担任名・日本語教室担当者名

　　ポルトガル語　　叔父が児童に対して日本語で話しかけることがある。

入学前に2ヶ月程度、市内のブラジル系の保育施設に通っていた。

5月下旬より、 在籍学級の国語の時間（週6時間）に日本語教室で取り出し指導を始める。
6月下旬より、 算数の時間の一部（週2時間）でも、 取り出し指導を始める。

放課後、 市内のブラジル系の学童保育施設に通う。 そこで、 宿題を済ませることが多い。

学校がずっと楽しいとよい。

・家庭では、 宿題をきちんとさせることを心がけている様子がうかがえる。
　宿題の計算プリントは、 児童がわからないところを母親が一緒にみてあげているようである。
・毎日、 母親の車で送られて登校し、 帰りは学童保育施設の車に乗ってその施設に向かう。

日本に定住し、 高等学校に通わせ
たいと考えている。

○○

○○小

○ ○ ○
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具体的な指導の手立て 成果・変容成果を見取る方法短期目標（期間：H . - ）

今後への引き継ぎ事項

指導の時間

様式2 （指導に関する記録）

指　　導　　計　　画

児 童 生 徒 の 実 態

よ
う
す

ち
か
ら

作　成　者作成年月日 H /  / 

①  好きなこと・得意なこと・よさ

①  日本語の力

長期目標

②  学習活動への参加（在籍学級での参加状況・関心・意欲など）

日本語ステップ 聞く/聴く日常会話

（ ）語の力

②  学校生活（学級・日本語教室・休み時間など）

③  家庭・地域（学習環境・期待できる支援など）

話す 読む 書く

様式2 （指導に関する記録）

伊勢崎市立　　 　学校 年　 組 さん の指導計画    （　  　）年度　No.（　 ）

課　　　　題 必要となる配慮・有効な手立て　など

例）「（子どもは）＊＊すること
　　ができる。」

例）「（教員は）○○をする。」

次学期、次年度への引き継ぎ資料として、役立つ情報を記入する。

1年（年度）を目安に、児童生徒の年齢や編入時期を考慮して柔軟に設定する。

学期終了時に、変化を記入する。

学期を目安に、長期目標に沿っ
て優先指導事項を決め、この
期間内に達成可能な目標を設
定する。
　
※初期指導の場合は、2週間～
1ヶ月程度の短期間で見直す。
　
日本語指導だけではなく、教
科と日本語の統合学習、教科
の先行学習・補習も含まれる。

① 日本語ステップのどの段階にいると思われますか？
※　母語の力は学力の土台となる、大切な力である。
　　指導助手と確認するなどして書く。 
② どのような場面で子どもが関心・意欲を示しますか？
 　参加しやすい学習活動は何ですか？

指導に活かせるような児童生徒の強みを書く。

① 子どもの好きなことや、得意なこと、興味がある
　 ことは何ですか？
② それぞれの場面で、子どもの様子はどうですか？
③ 学校外でどのような支援を受けられそうですか？

⇒ 子どもの既有知識、経験、興味と指導内容・方法　 
    をつなげるために必要な情報である。

教員が授業や指導をどのよ
うに工夫するかを書く。
使用する教材なども、ここ
に記入する。

予め、「いつ、
何を使って、
どのように成
果を見取る
か」を考えて
おく。
具体的、かつ
観察可能なも
のにすると、
成果が見取り
やすい。

・子どもは
どのくらい
達成できま
したか？
・目標や手
立てや見取
りの方法は、
適切でした
か？
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様式2 （指導に関する記録）

伊勢崎市立　　 小学校 1年　 組 さん の指導計画（記載例）   （　  　）年度　No.（　 ）

今後への引き継ぎ事項

指　　導　　計　　画

児 童 生 徒 の 実 態

よ
う
す

ち
か
ら

算
　
　
数

国
　
　
語

生
活
・
交
流

作　成　者

①  好きなこと・得意なこと・よさ

①  日本語の力

長期目標

具体的な指導の手立て 成果・変容

日本語ステップ 聞く/聴く

（ポルトガル）語の力

②  学校生活（学級・日本語教室・休み時間など）

課　　　　題

指導の時間

必要となる配慮・有効な手立て　など

3→4 3→4 話す 3→4 読む 1→1 書く 2→2

作成年月日 H 29 / 3 / 10

③  家庭・地域（学習環境・期待できる支援など）

②  学習活動への参加（在籍学級での参加状況・関心・意欲など）

日常会話

成果を見取る方法短期目標（期間：H29.1-3）

在籍学級担任名・日本語教室担当者名

歌ったり踊ったりするなど身体で表現することを好む。
仲間の前で名前を挙げてほめられることをとても喜び、活動に前向きに取り組もうとする。

同居の叔父は日常会話程度の日本語が分かるので、 ひらがなの練習、 音読等の宿題への協力が少し期待できる。

読み書きできる文字は、自分の名前にあるひらがなとカタカナにとどまっている。
数の学習では、１～５および７について、数字と読み方、数が一致している。

生活上の聞くこと・話すことは、ほぼできている。

国語の学習では、物語の場面をとらえると、登場人物になって動作化したり、せりふを言ったりするなど、
進んで表現できる。

1．文字（ひらがな、カタカナ、漢字）の読み書きや、ひらがなの文をゆっくり読むことができる。
2．10以下のたし算、繰り下がりのないひき算ができる。

日本語教室での学習を楽しみにしている。身に付いた語彙はまだわずかで、教師の説明や指示を聞き取れないこ
とや内容を理解できないことがある。周りの様子を見て、仲間をまねて動いている。学習内容がわからないとき
は、教師の助けを求めたり仲間のものを書き写したりしている。日本語で話そうとする意欲は旺盛で、話したい
ことがあると周囲の状況に関係なく話し始める。学習時の姿勢が崩れやすい。

学級担任および校内就学指導担当者と連携し
て児童の状況をさらに詳しく把握する。保護
者との間で、児童の努力やその成果を認めな
がら、児童にとっての困難を明らかにして共
通理解を図り、関係機関との連携も進める。

・語彙が増え、身近な話題についてやりとりを続けられるようになった。板
書を書き写したり、文字を繰り返し書いたりすることを好んで行うが、読み
書きできる文字は、自分の名前にあるひらがなとカタカナにとどまっている。
・算数では、10になる補数の理解を進め、繰り上がりのあるたし算を習得で
きるようにしたい。

13時間（国語：9時間 〈取り出し指導 5時間　入り込み指導 4時間〉　算数：4時間　入り込み指導）

1．正しい姿勢で学習できる。
2．思いや考えを挙手してか
ら発表できる。
3．教師の話や仲間の発言を
聞くことができる。

・観察（姿勢、挙手によ
る発言、わかったこと
に返事で応える）

・授業の開始や終了
のあいさつを進んで
行おうとする。
・仲間の発言に「いい
です。」と反応できる
ようになってきた。

1．がんばる姿やできたことをその
場で認め、名前を板書するなどして賞
賛する。
2．児童の知っている語彙を用いて
簡潔に話す。
3．挙手→指名→発言の手順で発言
させたり、仲間の発言を聞いたりさ
せ、できたことを積極的に賞賛する。

1．ひらがなの半分程度を読
み書きでき、カタカナ、漢字の
半分程度を読むことができる。
2．教科書の文を指で一文字
ずつ指しながら読むことが
できる。
3．場面の様子を想像しなが
ら物語を読もうとすること
ができる。

・練習プリントへの取
り組み（書き順、字形）
・音読の際の発声や姿
・登場人物の行動に関
する発言や動作化

・ひらがなやカタカ
ナを書く宿題を続け、
文字の形が整ってき
た。
・登場人物になりきっ
て動作化するのを楽し
んでいた。

1．文字を書く練習は、知っている語
彙で行わせ、毎日宿題に課す。
2．文字を読む練習では、絵や写真を
添えたものを用いる。
3．物語や説明文の指導では、挿絵か
ら内容をイメージさせ、平易な語に
替えた読み聞かせから始める。

1．10以下のたし算、繰り下
がりのないひき算ができる。
2．100までの数を読んだり、
唱えたりできる。

・ブロック等の操作の
内容
・ワークシート等への
書き込み
・発言内容（「あわせて」
などのキーワード、演算
等）

・10以下の数につい
て数と唱え方が一致
し、指でも示せるよう
になった。
・10以下のたし算が
指を使ってできるよ
うになった。

1．問題の意味を場面絵や具体物を
用いてとらえ易くする。
2．「あわせて」「ぜんぶで」「のこり
は」「ちがいは」などの言葉に着目で
きるよう、担任の発問の言葉を繰り
返したり、ノートやワークシートに
絵図を書いたりする。
3．ブロックや数表を活用し、10のま
とまりに着目して数の大きさを感じ
取れるようにする。

目標の実現状況
の見取り

その子のよさを積極的に
生かしましょう！

○○ ○○ ○○○ ○○○
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・これは、来日直後に日本語を初めて学ぶ児童生徒のための受け入れ時の対応の内容です。
・受け入れ時に、児童生徒の「実態把握」と「日本語初期指導」を並行して行います。

伊勢崎市
外国人児童生徒等受け入れ時の対応について

・「個別の指導計画」を立てるために必要な情報や、子どもの様子、ことばの力を把握します。

・在籍学級担任および日本語教室担当教員は、指導助手の協力も得ながら、本人や保護者から必要
　な情報を聞き取ります。「個別の指導計画」様式 1、様式 2 （ようす・ちから）については、一度に   
　すべての情報を集めなくてもかまいません。指導を進めながら徐々に追加していきましょう。

・日本語の力（文字、語彙）や、算数・数学の力を把握します。
　語彙は、『DLA』（文部科学省）のカードを使用します。

・初期指導は、

　　1）学校生活上必要な情報を子どもに伝える　
　　2）日本語でコミュニケーションを始める　
　　3）日本語を初めて学ぶ　
　の 3 つのセクションに分かれています。

1）学校生活上必要な情報を子どもに伝える
　・学校生活上必要な情報を子どもに伝えることが目的です。母語も活用することができます。
 小学校高学年から中学生に対しては、資料を活用しながらまとめて伝えてもかまいません。
 小学校低学年の子どもに対しては、2）, 3）の指導と組み合わせながら、少しずつ伝えていき
 ます。

2）日本語でコミュニケーションを始める
　・日本語に初めて触れる児童生徒に対して、視覚資料、身振り手振り、表情などを工夫しながら、
 日本語を「聞いて」意味を理解するセッションです。発話には個人差がありますから、ここでは
 発話よりも日本語の音を「聞く」ことに集中させます。教員の問いかけに、指さし、頷きなどの
 動作で反応できるようになることが目標です。繰り返し同じことばを聞かせることが重要です。

3）日本語を初めて学ぶ
　・日本語で基本的なやりとり（聞く―話す）ができるようになることが目標です。
　・子どもに余裕があれば、上下・左右・前後（位置関係）、色、形容詞、動詞なども導入し、表現
 の幅を広げていきます。

1．実態把握

2．日本語初期指導プログラム「はじめの８歩」

※「はじめの 8 歩」1）, 2）, 3）の指導項目や指導順序は、組み合わせ自由です。
児童生徒の実態や必要性に応じて、授業案を工夫してください。
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著
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